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やさしい子　　　　　神様からの愛を知り感謝できる子

元気な子　　　　　　お互い助け合い思いやれる子

がんばれる子　　　何事にも挑戦しようとする子

安全管理

地域の幼児教育機関としての役割

令和７年度　北見カトリック学園　美幌藤幼稚園　学校評価

１.教育目標　　　　　　　　　　　　めざす子ども像

２．教育目標達成に向けての７年度の重点

※結果の表示方法　４　十分達成されている　３　やや達成されている　２　あまり達成されていない　１　取り組まれていない

集団生活を通して基本的生活習慣を身につける
友達との関わりの中でお互いを認め合う心を育てる
子どもが自信や達成感を味わい伸び伸びと活動できる

３．評価項目の達成状況

教員の資質・能力向上

こどもが取り組みたいと思えるような環境設定を心がげてきた。
以上児クラスがは担任の個性がでるが、それぞれに充実してい
たと思う。

年度当初から一人ひとりを尊重し、自尊心を傷つけることがない
ように職員が意識し関われるよう努めてきた。

防犯研修など実践的な研修が出来なかったが、マニュアルの周
知などで職員の意識はついてきたのではと思う。日常から想像
力を働かせる事を意識つけていきたい。

施設訪問や園外保育などを通して園を知ってもらう活動は昨年
より増えてきた。もっと身近な方々へのアピールや、園外の方を
招いての活動が足りないと感じる。

毎月の園内研修は主任だけでなく経験のある職員が主になって
行ってきた。以上児が中心の研修となってしまった。また園外研
修への参加が難しかった。

保護者との関りは様々なツールを利用している。手軽に連絡が
取れることもあり、保護者の方には便利になっていると思うが、
職員側の文面などには確認や指導も必要になると考える。

・子どもたちを無意識に傷つけるような言動への周知は繰り返し行ってきた。
・園外保育など単発ではなく、継続して訪問することによって新しい活動ができた。
・職員がやってみたいと思う保育はできるだけ実行できるよう調整してきた。
・未満児（２歳児）と以上児の職員間での相談、合同保育などが増えたことで園全体
の園児の事　を共有できるようになってきた。

・全職員の報告・連絡が円滑に周知できるよう努める。また、周知したことを職員が
理解した　事がわかるような仕組みを取る。
・保育室の環境や保育の準備不足にならないよう前日の確認をしっかりとする。
・園内研修の充実や一回だけではなく定期的に繰り返し行う。部外の方を招いての
研修の充実。
・２歳児クラスからの以上児への移動が園児にとって円滑に行くように保護者との
連携を心掛ける。

評価項目 理由

教育内容・環境の充実と計画性

保育の充実と園児との関わり

４．7年度の総評

理由

保護者との連携


